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<序論> 

 近年、 企業の社会的責任のひとつとして

環境保全活動への取り 組みが活発である。

サンデンフォレスト は、 2002 年にサンデン

株式会社（ 現： サンデンホールディ ングス

株式会社） が設立した事業所である。 民間

で初めて「 近自然工法」 を用いて造られた

例で、 「 自然環境と産業との共存」 をコン

セプト と している。 今回は、 サンデンフォ

レスト で確認できる野生動物の、 時間的・

空間的な出現傾向を把握することを目的と

し 、 敷地内に赤外線カメ ラを設置した。 結

果を報告する。  

 

<調査地点概要> 

サンデンフォレスト は群馬県赤城山南面

に位置する。 北側は国道 353 号線に面して

おり 、 東西は民有林や自治体管理の森林に

囲まれ、 南側には室沢新沼がある。 多様な

環境に面した土地である。 敷地内には自動

販売機等を製造する工場があり 、約 1500 人

の従業員が日々業務に従事する。 工場を囲

むよう に森林が広がり 、 森林部分は敷地の

約半分を占める。 森林部分は、 植林を施し

た造成森林部と 、 植林を施していない残地

森林部から構成される。  

 

<調査> 

本研究には 2015 年 6 月から 11 月までの

6 か月間、欠測値がなかった Point 1 と Point 

2 地点のデータを採用した。 観察に用いた

カメ ラは、 BMC 社製の SG560P-8M を使用

した。 全て動画モード で撮影し 、 毎月デー

タを確認した。  

 

<結果と考察> 

 2地点における種類別撮影頻度を Fig. 1と

Fig. 2 に示す。  

Pt. 1では 8月にイノ シシの撮影頻度が全

体の撮影頻度を左右していることがわかる。

一方、Pt. 2 では特定の 1 種が全体の撮影頻

度を左右しているとは言えないため、 年間

の多様度は Pt. 2 の方が高いと推定できた。 

そこで、 各地点の多様度を、 情報量理論

に基づいた Shannon-Wiener の多様度指数

H’(0<H’<lnS, S:種数)と 、 確率論に基づいた

Simpson 指数 1-D(0≦1-D<1)を用いて算出し

たところ、 Fig. C と Fig. D のよう な結果と

なった。H’は 2 地点でピークが異なり 、Pt. 2

の方が全体的な数値は高いことがわかった。

また、 1-D は Pt. 1 では谷型になっているの

に対し、 Pt. 2 では変動が少なく 、 概ね 0.8

付近であることがわかった。 1-D の各地点

における平均値は Pt. 1 で 0.689、 Pt. 2 で

0.700 であり 、地点間の相違は見られなかっ

た。 以上のことから、 指数による違いはあ

るものの、 Pt. 2 の方が多様度は高いと結論

付けた。  

実際の森林管理や植生に着目すると 、 Pt. 

1 は比較的高木が多く 、 散策道上であるた



めに下草を管理している。一方 Pt. 2 は、様々

な高さの木が見られ、散策道から 2-3m ほど

外れているため竹藪や下草が見られる。 ま

た周辺に民家や畑地もある。 こう した管理

の違い・ 環境の違いが、 確認できた野生動

物の多様度に影響した可能性がある。  

 

 
Fig. A : Frequency of shots at Monitoring 

Point 1. 

 
Fig. B : Frequency of shots at Monitoring 

Point 2. 

 

Fig. C : Seasonal changes of 1-D, and H’ at 

Monitoring Point 1. 

 

Fig. D : Seasonal changes of 1-D, and H’ at 

Monitoring Point 2. 

 

<結論> 

 本研究では 2 種の多様度指数を用いて多

様度を算出し 、 Pt. 2 の方が多様度は高いと

結論付けた。 今後は総合的な考察を展開し

森林管理に反映させるために、 他地点での

欠測値のない確実な撮影、 先行研究との比

較、 実地踏査を実践する。  
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